
 

 

【別記１】 

１ 次のＡとＢを結んだ線、ＣとＤを結んだ線、Ｅ、Ｆ、Ｇを順次結んだ線と最大高潮時海岸

線とによって囲まれた海域 

２ 次のＢからＣに至る南東に面した海岸線の最大高潮時海岸線から1,000メートル以内の海

域 

基点 

Ａ 周南市富田川河口右岸角 

Ｂ 周南市仙島洲鼻北東端 

Ｃ 周南市黒髪島西貯水槽跡に設置した標柱 

Ｄ 周南市大津島三ツ石地先松子に設置した標識 

Ｅ 周南市大津島天狗岩南西端 

Ｆ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点と防府市野島天石鼻西端とを結ん

だ線と周南市大津島天狗岩南西端から周南市宮市子（高）を見通した線との交点 

Ｇ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

 

【別記２】 

次のイ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、イの点を順次結んだ線によって囲まれた海域 

イ 宇部市大字東岐波丸尾崎突端と大分県宇佐市長洲長洲漁港導流堤灯台とを結ぶ線と宇部

市亀ヶ瀬灯標と山口市竹島南端とを結ぶ線との交点 

ロ 宇部市亀ヶ瀬灯標 

ハ 宇部市亀ヶ瀬灯標と福岡県北九州市鳶ヶ巣山頂上とを結ぶ線と山陽小野田市大字小野田

本山岬南端と福岡県行橋市蓑島山頂上とを結ぶ線との交点 

ニ 福岡県行橋市蓑島山頂上と山陽小野田市大字小野田本山岬南端とを結ぶ線の中央点 

ホ 宇部市大字東岐波丸尾崎突端と大分県と福岡県との最大高潮時海岸線における境界点と

を結ぶ線と、宇部市宇部岬漁港防波堤灯標と大分県宇佐市長洲長洲漁港導流堤灯台とを結ぶ

線との交点 

ヘ 宇部市大字東岐波丸尾崎突端と大分県宇佐市長洲長洲漁港導流堤灯台とを結ぶ線と宇部

市宇部岬漁港防波堤灯標と大分県東国東郡姫島村姫島三ツ石鼻西端とを結ぶ線との交点 

 

【別記３】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、Ｄを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

基点Ａ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｂ 防府市野島天石鼻西端 

基点Ｃ 防府市沖島洲埼東端 

基点Ｄ 下松市と光市との最大高潮時海岸線における境界点 

点イ ＡとＢとを結んだ線と周南市馬島金ケ崎南端と防府市向島タズノ鼻南端とを結んだ線

との交点 

点ロ Ｃと周南市岩島南端とを結んだ線と同市馬島金ケ崎南端と大分県東国東郡姫島村姫島

東端とを結んだ線との交点 



点ハ 防府市野島定兼鼻南端と光市牛島黒岳南端とを結んだ線(以下「Ａ線」という)と周南市

馬島金ケ崎南端と大分県東国東郡姫島村姫島東端とを結んだ線との交点 

点ニ Ａ線とＤから１９９度の線の交点 

 

【別記４】 

Ａ漁場 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ｄを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

基点Ａ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

基点Ｂ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｃ 防府市向島タズノ鼻南端 

基点Ｄ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

点イ Ａと防府市佐波島頂上とを結んだ線とＢと宇部市八王寺町宇部岬漁港八号護岸南東端

とを結んだ線との交点 

点ロ Ｃから１８０度１，０００メートルの点 

点ハ Ｄと防府市野島天石鼻西端とを結んだ線とＣと周南市大津島丸山鼻北端とを結んだ線

との交点 

Ｂ漁場 

防府市佐波島頂上を中心とした半径８００メートルの円周によって囲まれた区域 

 

【別記５】 

Ａ漁場 

次のＡ、イ、ロ、Ｂを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

基点Ａ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

基点Ｂ 山口市秋穂東日地山と同市秋穂東小浜山との最大高潮時海岸線における境界に設置

した標識 

点イ Ａと防府市佐波島頂上とを結んだ線と同市向島牛ケ頸南端と宇部市八王子町宇部岬漁

港八号護岸南東端とを結んだ線(以下「Ａ線」という)との交点 

点ロ Ｂから１８０度の線とＡ線との交点 

Ｂ漁場 

防府市佐波島頂上を中心とした半径８００メートルの円周によって囲まれた区域 

〈備考〉 共第６８号、共第７０号の区域 

 

【別記６】 

次のＡ線及びＢ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた山口県内海 

Ａ線  次のイとロを結んだ線とロから１８０度の線の二直線による線 

イ 宇部市大字東岐波月崎南端 

ロ イと山口市竹島南西端とを結んだ線と同市秋穂二島幸崎西端と同市深溝藤尾鼻東端とを

結んだ線の中央点から１８３度の線との交点 

Ｂ線  山陽小野田市大字小野田本山岬南端に設置した標識から１８０度の線 



 

【別記７】 

次のＡ線、Ｂ線及びイとロを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた山口県内海 

Ａ線 宇部市宇部ソーダ埋立地南端から１８０度の線 

Ｂ線 山陽小野田市大字小野田本山岬南端に設置した標識から１８０度の線 

点イ 厚東川左岸南西端 

点ロ 厚東川河口西沖干拓護岸南東端 

 

【別記８】 

次のＡ、イ、ロ、Ｂを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

基点Ａ 山陽小野田市大字小野田本山岬南端 

基点Ｂ 山陽小野田市大字西高泊縄地ヶ鼻 

点イ 基点Ａと福岡県行橋市蓑島山頂上を結んだ線上の基点Ａから 5,000 メートルの点 

点ロ 基点Ａと福岡県北九州市門司区網の鼻東端を結んだ線の中央点 

 

【別記９】 

徳山湾の島しょ部を含む最大高潮時海岸線から１，０００メートル以内の海域 

ただし、仙島のうち、周南市竹島南端と仙島水ヶ浦を結ぶ線、仙島洲鼻と富田川右岸を結ぶ線

及び陸岸とによって囲まれた区域、並びに危険物積載船舶停泊場所を除く。 

○徳山湾 

周南市大字戸田鍋地鼻から周南市横島北端を結んだ線、横島南端と大津島丸山崎を結んだ線、

大津島馬島水揚鼻と周南市岩島北端及び周南市大字粭島西端を結んだ線と最大高潮時海岸線

とによって囲まれた区域 

 

【別記１０】 

次のＡから防府市佐波島頂上を見通した線と、Ｂから防府市野島天石鼻西端を見通した線との

間の、防府市佐波島及び同市野島を除いた島しょ部を含む最大高潮時海岸線から１，０００メ

ートル以内の海域 

点Ａ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

点Ｂ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

 

【別記１１】 

次のト、チ、リ、ヌ、ル、ヲ、ワ、カ、ヨ、タ、レ、ソ、トの各点を順次結んだ線によって囲

まれた区域 

基点Ｐ 下関市長府港町三号埋立地護岸東端 

基点Ｑ 下関市長府港町中国電力株式会社下関火力発電所護岸東端 

点ト Ｐから１２５度２，０３０メートルの点 

点チ Ｐから１２５度２，１００メートルの点 

点リ Ｑから１１１度５０分１，３００メートルの点 



点ヌ Ｑから１１３度４０分１，３００メートルの点 

点ル Ｑから１１５度１，２９５メートルの点 

点ヲ Ｑから１１５度３５分１，２８０メートルの点 

点ワ Ｑから１２０度１０分１，３１５メートルの点 

点カ Ｑから１２０度４０分１，２９０メートルの点 

点ヨ Ｑから１１９度３０分１，２９０メートルの点 

点タ Ｑから１１５度３５分１，２６０メートルの点 

点レ Ｑから１１４度１５分１，２３０メートルの点 

点ソ Ｑから１１２度４５分１，２２５メートルの点 

 

【別記１２】 

次のＡとイを結んだ線、イから１８０度の線及びＢから１８０度の線で囲まれた島しょ部を含

む最大高潮時海岸線から１，０００メートル以内の海域 

基点Ａ 山口市秋穂東秋穂漁港筈倉護岸Ｂ南西端 

基点Ｂ 山口市秋穂東日地山と小浜山との最大高潮時海岸線における境界に設置した標識 

点イ Ａから２７０度、３００メートルの点 

 

【別記１３】 

次のＡからイを結んだ線及びイから１８３度の線、Ｂからロを結んだ線及びロから１８０度の

線で囲まれた島しょ部を含む最大高潮時海岸線から１，０００メートル以内の海域 

基点Ａ 山口市秋穂二島幸崎西端 

基点Ｂ 山口市秋穂東秋穂漁港筈倉護岸Ｂ南西端 

点イ Ａから山口市深溝藤尾鼻東端を見通した線の中央点 

点ロ Ｂから２７０度、３００メートルの点 

 

【別記１４】 

次のイから福岡県行橋市蓑島山頂上を見通した線と、ロ、ハ、二の各点を順次結んだ線との間

の島しょ部を含む最大高潮時海岸線から 1,000 メートル以内の区域 

イ 山陽小野田市大字小野田本山岬南端 

ロ 下関市長府扇町長府 4 号地東端 

ハ 下関市満珠島東端 

ニ 福岡県北九州市門司区部埼灯台 

 

【別記１５】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、Ｊを順次結んだ線、ＫとＬとを結んだ線及びＹとＺとを結んだ線と

最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域（次のＭ、ホ、ヘ、ト、チ、Ｏ、リ、ヌ、ル、ヲ、

ワ、カ、ヨ、タ、Ｗを順次結んだ線（リとヌとの間にあっては、ＯからＸまでの間の最大高潮

時海岸線に沿った５００メートル沖の線とする。）と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区

域を除く。） 



基点Ａ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｂ 防府市野島天石鼻西端 

基点Ｃ 周南市馬島金ケ崎南端 

基点Ｄ 防府市向島タズノ鼻南端 

基点Ｅ 防府市沖島洲埼東端 

基点Ｆ 周南市岩島南端 

基点Ｇ 大分県東国東郡姫島村姫島東端 

基点Ｈ 防府市野島翁多鼻南端 

基点Ｉ 光市牛島黒岳南端 

基点Ｊ 光市大字浅江字懸山周南流域下水道浄化センター埋立地南西端から護岸沿いに東へ

８９．５メートルの点に設置した標柱 

基点Ｋ 下松市大字末武中荒神大橋右岸南角 

基点Ｌ 下松市大字末武中荒神大橋左岸南角 

基点Ｍ 周南市渚町４９００番地４株式会社トクヤマ南陽工場北西端に設置した標識 

基点Ｎ 周南市渚町４９００番地４株式会社トクヤマ南陽工場南西端に設置した標識 

基点Ｏ 周南市仙島州鼻南東端 

基点Ｐ 周南市蛇島西端 

基点Ｑ 周南市新宮町出光興産株式会社徳山精油所西桟橋９号埋立地南西端 

基点Ｒ 周南市由加町出光石油化学株式会社第２桟橋突端 

基点Ｓ 周南市仙島州鼻北端 

基点Ｔ 周南市新宮町出光興産株式会社徳山精油所石油タンク東端とＵとを結んだ線と護岸

との交点に設置した標識 

基点Ｕ 周南市大字粭島東端 

基点Ｖ 周南市樺島南端 

基点Ｗ 周南市大字大島漁人鼻北端 

基点Ｘ 周南市仙島国有林四三林班いの一林小班の東端に設置した標柱 

基点Ｙ 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋南岸 

基点Ｚ 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋北岸 

点イ ＡとＢとを結んだ線とＣとＤとを結んだ線との交点 

点ロ ＣとＧとを結んだ線とＥとＦとを結んだ線との交点 

点ハ ＣとＧとを結んだ線とＨとＩとを結んだ線との交点 

点ニ ＨとＩとを結んだ線とＪから１９９度の線との交点 

点ホ Ｍから２７５度９５メートルの点 

点ヘ Ｎから２７５度９５メートルの点 

点ト ホからヘを見通した線上ホから７５０メートルの点 

点チ Ｏから４８度３０分５９５メートルの点 

点リ Ｏから１１１度３０分５００メートルの点 

点ヌ Ｐから３０７度２，６１０メートルの点 

点ル Ｐから３０７度１，５４０メートルの点 



点ヲ Ｐから３１７度３０分１，７１０メートルの点 

点ワ Ｐから３４４度３０分６５０メートルの点 

点カ ＰとＱとを結んだ線とＲとＳとを結んだ線との交点 

点ヨ ＲとＳとを結んだ線とＴとＵとを結んだ線との交点 

点タ ＴとＵとを結んだ線とＶとＷとを結んだ線との交点 

  

【別記１６】 

次のＡ線、Ｂ線によりはさまれた山口県内海。ただし、第１種、第２種共同漁業権設定区域は

除く。 

Ａ線：山口市秋穂二島岩屋鼻南端と周防灘航路第２号バーチャル AIS 航路標識（世界測地系：

北緯３３度４９分２２秒東経１３１度２３分３９秒、日本測地系：北緯３３度４９分１０秒

東経１３１度２３分４８秒）を結んだ線及びその延長線 

Ｂ線：防府市向島タズノ鼻南端と周防灘航路第４号バーチャル AIS 航路標識（世界測地系：北

緯３３度４７分１８秒東経１３１度３５分２７秒、日本測地系：北緯３３度４７分６秒東経

１３１度３５分３６秒）を結んだ線及びその延長線 

 

【別記１７】 

①の区域 

次のアとイを結んだ線、イからウに至る下松市笠戸島の北西に面した海岸線の最大高潮時海岸

線、ウ、エ、オを順次結んだ線及びオからアに至る周南市大字大島の南東に面した海岸線の最

大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ア 周南市大字大島鍋尻岬 

イ 下松市笠戸島大城岬 

ウ 下松市笠戸島火振岬 

エ ウの点から防府市野島定兼南端を見通した線と古島南端から姫島灯台を見通した線との

交点 

オ 周南市大字大島竜宮岬 

②の区域 

次のアとイを結んだ線及び最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ア 下松市笠戸島鎌石岬 

イ 下松市笠戸島モ埼 

 

【別記１８】 

①の区域 

次のア、イ、ウ、エを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ア 周南市粭島宮ノ鼻 

イ 周南市出光興産徳山精油所シーバース 

ウ 周南市大字大島八合山頂上 

エ 周南市粭島頂上 



②の区域 

次のア、イ、ウ、エを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ア 周南市大津島丸山鼻 

イ  周南市蛙島頂上 

ウ 周南市樺島頂上 

エ 周南市大津島銭橋ノ岬 

③の区域 

次のアとイを結んだ線、ウ、エ、オ、カを順次結んだ線及び最大高潮時海岸線とによって囲ま

れた区域 

ア 周南市大津島銭橋ノ岬 

イ 周南市洲島北端 

ウ 周南市洲島南端 

エ ウの点と防府市野島ホコ島とを結んだ線と周南市古島南端と防府市向島赤崎とを結んだ

線（以下「Ａ線」という。）との交点 

オ 周南市戸田赤崎とカの点とを結んだ線の延長線とＡ線との交点 

カ  周南市大津島水尻岬 

④の区域 

次のア、イ、ウを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ア 周南市大津島水尻岬 

イ アの点と周南市戸田赤崎とを結んだ線と同市大津島北西端と同市大津島五ツ島東端とを

結んだ線との交点 

ウ 周南市大津島北西端 

⑤の区域 

次のアとイを結んだ線、イからウに至る下松市笠戸島の北西に面した海岸線の最大高潮時海岸

線、ウ、エ、オを順次結んだ線及びオからアに至る周南市大字大島の南東に面した海岸線の最

大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ア 周南市大字大島鍋尻岬 

イ 下松市笠戸島大城岬 

ウ 下松市笠戸島火振岬 

エ ウの点から防府市野島定兼南端を見通した線と古島南端から姫島灯台を見通した線との

交点 

オ 周南市大字大島竜宮岬 

  

【別記１９】 

次のア、イ、ウ、エの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線によって囲まれた区域 

ア 防府市向島翁崎東端 

イ 点アと防府市野島南端を結んだ線上点アから１，０００メ－トルの点 

ウ 点エと防府市野島南端を結んだ線上点エから１，０００メ－トルの点 

エ 防府市大字向島字源蔵尾３６５番地向島石材（株）桟橋北東角 



 

【別記２０】 

次のア、イ、ウ、エの点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ただし、最大高潮時海岸線から１００ｍ以内の区域は除く 

ア 防府市中関西泊灯台 

イ アと大分県国東市琵琶埼灯台を結んだ線と山口市秋穂東赤石鼻と防府市向島タズノ鼻を

結んだ線（以下「Ａ線」という。）との交点 

ウ エと防府市佐波島東端を結んだ線とＡ線との交点 

エ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

 

【別記２１】 

次の点ア、イ、ウ、エ、アを順次結んだ線によって囲まれた区域 

点ア 山口市大海灯台と同市小浜灯台とを結んだ線の延長線（以下「Ａ線」という。）と同市小

浜山頂上と防府市西浦灯台とを結んだ線（以下「Ｂ線」という。）との交点 

点イ 防府市大道干拓南端と同市佐波島西端とを結んだ線（以下「Ｃ線」という。）とＢ線との

交点 

点ウ Ｃ線と山口市小浜山頂上と防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱とを結んだ線（以

下「Ｄ線」という。）との交点 

点エ Ａ線とＤ線との交点 

 

【別記２２】 

次の各点Ａ、イ、ロ、ハ、Ａを順次結んだ線によって囲まれた区域 

基点Ａ 山口市竹島東端に設置した標柱 

点イ Ａから９０度２，０００メ－トルの点 

点ロ Ａから１３５度２，８２８メ－トルの点 

点ハ Ａから１８０度２，０００メ－トルの点 

 

【別記２３】 

次のＡ線とＢ線によりはさまれた山口県内海。ただし、第２種共同漁業権設定区域を除く。 

Ａ線 下松市と光市の最大高潮時海岸線における境界点から１９９度の線 

Ｂ線 周南市と防府市の最大高潮時海岸線における境界点から１８０度の線 

 

【別記２４】 

山口県内海のうち、共同漁業権設定区域を除く区域。ただし、【別記 54】、【別記 52】、【別記 50】

及び【別記 39】並びに別記①に掲げる区域はこの限りではない。 

別記① 

【別記 37】の区域のうち、次のＡ、イ、Ｃを順次結んだ線、ＣからＤに至る最大高潮時海岸線、

ＤとＥを結んだ線、ＥからＦに至る最大高潮時海岸線及びＦからＧを見通した線を順次結んだ

線より東側の海域（通称「１号地区」、「２号地区」及び「４号地区」の海域） 



基点Ａ 周南市大字富田富田川河口右岸角 

基点Ｂ 周南市大字富田富田川河口左岸角 

基点Ｃ 周南市仙島洲鼻北東端 

基点Ｄ 周南市黒髪島西貯水槽跡に設置した標柱 

基点Ｅ 周南市大津島三ツ石地先松子に設置した標識 

基点Ｆ 周南市大津島天狗岩南西端 

基点Ｇ 周南市宮市子（高） 

点イ ＡとＢとを結んだ線の中央点 

 

【別記２５】【別記 15】の区域のうち、次の①と②を結んだ線、②から③に至る最大高潮時海

岸線及び③から④を見通した線を順次結んだ線より東側の海域 

基点① 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋北岸 

基点② 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋南岸 

基点③ 周南市大字大島黒岩南西端 

基点④ 周南市下コウズ瀬 

 

【別記２６】 

【別記 15】の区域のうち、次の①、㋐、③を順次結んだ線、③から④に至る最大高潮時海岸線、

④と⑤を結んだ線、⑤から⑥に至る最大高潮時海岸線及び⑥から⑦を見通した線を順次結んだ

線より東側の海域 

基点① 周南市富田川河口右岸角 

基点② 周南市富田川河口左岸角 

基点③ 周南市仙島洲鼻北東端 

基点④ 周南市黒髪島西貯水槽跡に設置した標柱 

基点⑤ 周南市大津島三ツ石地先松子に設置した標識 

基点⑥ 周南市大津島天狗岩南西端 

基点⑦ 周南市宮市子（高） 

点㋐ ①と②とを結んだ線の中央点 

 

【別記２７】 

【別記 15】の区域のうち、次の①と②とを順次結んだ線、②から③に至る最大高潮時海岸線及

び③から④を見通した線を順次結んだ線と⑤、㋐、⑦を順次結んだ線、⑦から⑧に至る最大高

潮時海岸線、⑧と⑨とを結んだ線、⑨から⑩に至る最大高潮時海岸線及び⑩から⑪を見通した

線を順次結んだ線とによって挟まれた海域 

基点① 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋北岸 

基点② 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋南岸 

基点③ 周南市大島黒岩南西端 

基点④ 周南市下コウズ瀬 

基点⑤ 周南市富田川河口右岸角 



基点⑥ 周南市富田川河口左岸角 

基点⑦ 周南市仙島洲鼻北東端 

基点⑧ 周南市黒髪島西貯水槽跡に設置した標柱 

基点⑨ 周南市大津島三ツ石地先松子に設置した標識 

基点⑩ 周南市大津島天狗岩南西端 

基点⑪ 周南市宮市子（高） 

点㋐ ⑤と⑥とを結んだ線の中央点 

 

【別記２８】 

【別記 15】の区域のうち、次の①、㋐、③を順次結んだ線、③から⑤に至る最大高潮時海岸線、

⑤と⑥とを結んだ線、⑥から⑦に至る最大高潮時海岸線及び⑦から⑧を見通した線を順次結ん

だ線より西側の海域及び基点③から④に至る南東に面した海岸線の最大高潮時海岸線から５

００ｍ以内の海域 

基点① 周南市富田川河口右岸角 

基点② 周南市富田川河口左岸角 

基点③ 周南市仙島洲鼻北東端 

基点④  周南市仙島南端 

基点⑤ 周南市黒髪島西貯水槽跡に設置した標柱 

基点⑥ 周南市大津島三ツ石地先松子に設置した標識 

基点⑦ 周南市大津島天狗岩南西端 

基点⑧ 周南市宮市子（高） 

点㋐ ①と②とを結んだ線の中央点 

 

【別記２９】 

次の点イ、ロ、ハ、ニ、ホを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた海域 

点イ 宇部市と山口市との最大高潮時海岸線における境界点 

点ロ 山口市深溝藤尾鼻東端と同市秋穂二島幸崎西端とを結んだ線の中央点から１８３度の

線(以下「Ａ線」という。)と点イから１０９度３０分の線との交点 

点ハ Ａ線と山口市竹島南端と宇部市亀ヶ瀬灯標とを結んだ線(以下「Ｂ線」という。)との交 

点 

点ニ 点ホから１６３度の線とＢ線との交点 

点ホ 宇部市旧東岐波村と同市旧西岐波村の最大高潮時海岸線における境界点 

 

【別記３０】 

次の点イ、ロ、ハ、ニを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた海域 

点イ 宇部市旧東岐波村と同市旧西岐波村の最大高潮時海岸線における境界点 

点ロ 点イから１６３度の線と山口市竹島南端と宇部市亀ヶ瀬灯標とを結んだ線（以下「Ａ線」

という。）との交点 

点ハ 点ニから大分県駅館川河口左岸三角点を見通した線とＡ線との交点 



点ニ 宇部市旧西岐波村と旧宇部市の最大高潮時海岸線における境界点 

 

【別記３１】 

次の点イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、ト、チを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれ

た海域 

点イ 宇部市旧西岐波村と旧宇部市の最大高潮時海岸線における境界点 

点ロ 点イから大分県駅館川河口左岸三角点を見通した線と山口市竹島南端と点ハとを結ん

だ線との交点 

点ハ 宇部市亀ヶ瀬灯標 

点ニ 宇部市周防灘北航路第一号灯浮標と北九州市戸ノ上山頂上とを結んだ線（以下「Ａ線」

という。）と点ハと宇部市本山灯標とを結んだ線との交点 

点ホ Ａ線と宇部市厚東川川尻西端と同市本山灯標とを結んだ線（以下「Ｂ線」という。）との

交点 

点ヘ 山陽小野田市沖ノ瀬灯浮標と点ハとを結んだ線（以下「Ｃ線」という。）とＢ線との交点 

点ト Ｃ線と点チから１９２度３０分の線との交点 

点チ 宇部市西沖ノ山埋立地南岸護岸中央点 

 

【別記３２】 

【別記 41】の区域のうち次に掲げるＡ線以東、Ｂ線以南、Ｃ線以西の区域 

Ａ線： 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱と同市佐波島灯台を結んだ線 

Ｂ線： 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱と同市黒瀬を結んだ線 

Ｃ線： 防府市黒瀬から１８０度に引いた線 

 

【別記３３】 

【別記 44】の区域のうち次に掲げるＡ線以南、Ｂ線以南、Ｃ線以北の区域 

Ａ線 宇部市大字東岐波立石灯台と山口市秋穂二島岩屋ノ鼻灯台を結んだ線 

Ｂ線 山口市秋穂二島岩屋旧三輪石材桟橋と同市秋穂花香千石岩南端を結んだ線 

Ｃ線 次に掲げる基点Ａ、Ｂ、Ｃを順次結んだ線 

基点Ａ 宇部市草江亀ヶ瀬灯標 

基点Ｂ 山口市秋穂竹島南端 

基点Ｃ 防府市向島タズノ鼻南端 

 

【別記３４】 

【別記 51】の区域のうち次に掲げるＡ線以東、Ｂ線以北の区域及び【別記 46】の区域 

Ａ線 床波港防波堤灯台と周防灘航路第１号灯浮標を結んだ線 

Ｂ線 宇部市草江亀ヶ瀬灯標と山口市秋穂竹島南端を結んだ線 

 

【別記３５】 

【別記 53】、【別記 51】、【別記 50】の区域のうち次に掲げるＡ線以西、Ｂ線以北の区域 



Ａ線 床波港防波堤灯台と周防灘航路第１号灯浮標を結んだ線 

Ｂ線 関門航路第４号灯浮標と周防灘航路第１号灯浮標を結んだ線 

 

【別記３６】 

【別記 58】の区域のうち、下関市と山陽小野田市との最大高潮時海岸線における境界点から１

８０度の線以東の区域 

 

【別記３７】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、Ｊの各点を順次結んだ線及びＫとＬを結んだ線と最大高潮時海岸線

とによって囲まれた区域（次のＭ、ホ、ヘ、ト、Ｒの各点を順次結んだ線及びＳとＴを結んだ

線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域を除く。） 

点の位置 

基点Ａ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｂ 〃  野島天石鼻西端 

基点Ｃ 周南市馬島金ケ崎南端 

基点Ｄ 防府市向島タズノ鼻南端 

基点Ｅ 〃  沖島洲埼東端 

基点Ｆ 周南市岩島南端 

基点Ｇ 大分県東国東郡姫島村姫島東端 

基点Ｈ 防府市野島定兼鼻南端 

基点Ｉ 光市牛島黒岳南端 

基点Ｊ 〃 大字浅江字懸山周南流域下水道浄化センター埋立地南西端から護岸沿いに東へ

８９．５メートルの点に設置した標柱 

基点Ｋ 下松市大字末武中荒神大橋右岸南角 

基点Ｌ 〃  〃    荒神大橋左岸南角 

基点Ｍ 周南市新宮町出光興産株式会社徳山製油所西桟橋九号埋立地南西端 

基点Ｎ 〃  蛇島西端 

基点Ｏ 〃  新宮町出光興産株式会社徳山製油所石油タンク東端とＰとを結んだ線と護岸

との交点に設置した標識 

基点Ｐ 〃  粭島東端 

基点Ｑ 〃  樺島南端 

基点Ｒ 〃  大字大島漁人鼻西端 

基点Ｓ 〃  大字櫛ヶ浜南堀川橋南岸 

基点Ｔ 〃  〃    南堀川橋北岸 

点イ ＡとＢとを結んだ線とＣとＤとを結んだ線との交点 

点ロ ＣとＧとを結んだ線とＥとＦとを結んだ線との交点 

点ハ ＣとＧとを結んだ線とＨとＩとを結んだ線との交点 

点ニ ＨとＩとを結んだ線とＪから１９９度の線との交点 

点ホ ＭとＮを結んだ線上Ｍから２５４メートルの点 



点ヘ ＯとＰを結んだ線上Ｏから４７６メートルの点 

点ト ＱとＲを結んだ線とＯとＰとを結んだ線との交点 

〈備考〉 共第７３号の区域 

  

【別記３８】 

削除 

 

【別記３９】 

次のイ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、ト、イの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域（次のＮを

中心とした半径８００メートルの円周によって囲まれた区域を除く。） 

点の位置 

基点Ａ 山口市深溝藤尾鼻東端 

基点Ｂ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｃ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｄ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｅ 〃  大字沖宇部芝中沖埋立地－１０．０メートル岸壁西端から西へ１２０メートル

の点に設置した標識 

基点Ｆ 福岡県と大分県との境界（山国川河口中央点） 

基点Ｇ 防府市野島定兼鼻南端 

基点Ｈ 〃  と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｉ 〃  野島天石鼻西端 

基点Ｊ 〃  向島タズノ鼻南端 

基点Ｋ 周南市馬島金ケ崎南西端 

基点Ｌ 〃  大津島丸山鼻北端 

基点Ｍ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

基点Ｎ 〃  佐波島頂上 

点イ ＡとＢとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＣとＤとを結んだ線との交点 

点ロ ＡとＢとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＥとＦとを結んだ線の中央点とＧと

を結んだ線との交点 

点ハ Ｇから２５５度２，７００メートルの点 

点ニ ＨとＩとを結んだ線とＪとＫとを結んだ線との交点 

点ホ ＨとＩとを結んだ線とＪとＬとを結んだ線との交点 

点ヘ Ｊから１８０度１，０００メートルの点 

点ト ＣとＤとを結んだ線とＭとＮとを結んだ線との交点 

〈備考〉 共第７１号の区域 

 

【別記４０】 

次のＡを中心とした半径８００メートルの円周によって囲まれた区域 

点の位置 



基点Ａ 防府市佐波島頂上 

〈備考〉 共第７０号の区域 

 

【別記４１】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ｆの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域（次

のニ、ホ、ヘ、ト、チ、リ、ヌ、ル、ヲ、ニの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域を除

く。） 

点の位置 

基点Ａ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

基点Ｂ 〃  佐波島頂上 

基点Ｃ 〃  向島牛ケ頸南端 

基点Ｄ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｅ 防府市向島タズノ鼻南端 

基点Ｆ 〃  と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｇ 〃  野島天石鼻西端 

基点Ｈ 周南市大津島丸山鼻北端 

基点Ｉ 防府市大字浜方字大浜二ノ桝４７３の１２番地南西端 

点イ ＡとＢとを結んだ線とＣとＤとを結んだ線との交点 

点ロ Ｅから１８０度１，０００メートルの点 

点ハ ＦとＧとを結んだ線とＥとＨとを結んだ線との交点 

点ニ Ｉから８１度２２０メートルの点 

点ホ Ｉから１５５度４３０メートルの点 

点ヘ Ｉから２０８度１，９００メートルの点 

点ト Ｉから２００度１，８９０メートルの点 

点チ Ｉから１４５度６７０メートルの点 

点リ Ｉから１１０度８００メートルの点 

点ヌ Ｉから９６度９５０メートルの点 

点ル Ｉから７２度８３０メートルの点 

点ヲ Ｉから７０度７６０メートルの点 

〈備考〉 共第６９号の区域 

 

【別記４２】 

次のＡ、イ、ロ、Ｄの各点を順次結んだ線、ＦとＧとを結んだ線及びＨとＩとを結んだ線と最

大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 山口市秋穂東日地山と同市秋穂東小浜山との最大高潮時海岸線における境界に設置

した標識 

基点Ｂ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｃ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 



基点Ｄ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

基点Ｅ 〃  佐波島頂上 

基点Ｆ 〃  大字台道横曽根川鉄橋右岸南角 

基点Ｇ 〃  〃   横曽根川鉄橋左岸南角 

基点Ｈ 〃  大字佐野佐波川鉄橋右岸南角 

基点Ｉ 〃  大字植松佐波川鉄橋左岸南角 

点イ Ａから１８０度の線とＢとＣとを結んだ線との交点 

点ロ ＤとＥとを結んだ線とＢとＣとを結んだ線との交点 

〈備考〉 共第６８号の区域 

 

【別記４３】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ｄの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 山口市秋穂東秋穂漁港筈倉護岸Ｂ南西端に設置した標識 

基点Ｂ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｃ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｄ 山口市秋穂東日地山と同市秋穂東小浜山との最大高潮時海岸線における境界に設置

した標識 

点イ Ａから２７０度３００メートルの点 

点ロ イから１８０度の線とＢとＣとを結んだ線との交点 

点ハ Ｄから１８０度の線とＢとＣとを結んだ線との交点 

〈備考〉 共第６３号の区域 

 

【別記４４】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、Ｅの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区

域 

点の位置 

基点Ａ 山口市秋穂二島幸崎西端 

基点Ｂ 〃  深溝藤尾鼻東端 

基点Ｃ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｄ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｅ 山口市秋穂東秋穂漁港筈倉護岸Ｂ南西端 

点イ ＡとＢとを結んだ線の中央点 

点ロ イから１８３度の線とＣとＤとを結んだ線との交点 

点ハ ニから１８０度の線とＣとＤとを結んだ線との交点 

点ニ Ｅから２７０度３００メートルの点 

 

【別記４５】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ｄの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 



点の位置 

基点Ａ 山口市秋穂西有限会社ＮＮＹ護岸南端 

基点Ｂ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｃ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｄ 山口市秋穂東秋穂漁港筈倉護岸Ｂ南西端に設置した標識 

点イ Ａから１８６度の線とＢとＣとを結んだ線との交点 

点ロ ハから１８０度の線とＢとＣとを結んだ線との交点 

点ハ Ｄから２７０度３００メートルの点 

 

【別記４６】 

次のＥ、イ、ロ、ハ、Ｅの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 宇部市大字東岐波月崎南端 

基点Ｂ 山口市竹島南西端 

基点Ｃ 〃  深溝藤尾鼻東端 

基点Ｄ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｅ 宇部市と山口市との最大高潮時海岸線における境界点 

点イ ＡとＢとを結んだ線上Ａから１，３００メートルの点 

点ロ ＣとＤとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＡとＢとを結んだ線との交点 

点ハ ＣとＤとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＥから１０９度３０分の線との交点 

 

【別記４７】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ａの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 山口市深溝藤尾鼻東端 

基点Ｂ 〃  阿知須阿知須干拓北東端 

基点Ｃ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｄ 〃   〃   幸崎干拓西堤防南端 

点イ ＡとＢとを結んだ線の中央点 

点ロ ＡとＣとを結んだ線の中央点から１８３度の線とイとＤとを結んだ線との交点 

点ハ ＡとＣとを結んだ線の中央点 

 

【別記４８】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ｂの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 宇部市と山口市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｂ 山口市深溝藤尾鼻東端 

基点Ｃ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｄ 〃  〃   幸崎干拓西堤防南端 



基点Ｅ 〃  阿知須阿知須干拓北東端 

点イ Ａから１０９度３０分の線とＢとＣとを結んだ線の中央点から１８３度の線との交点 

点ロ ハとＤとを結んだ線とＢとＣとを結んだ線の中央点から１８３度の線との交点 

点ハ ＢとＥとを結んだ線の中央点 

 

【別記４９】 

次のＡとＢとを結んだ線、Ｅ、Ｃ、Ｄの各点を順次結んだ線及びＦとＧとを結んだ線と最大高

潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 山口市深溝藤尾鼻東端 

基点Ｂ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｃ 〃  嘉川百間橋右岸南角から護岸沿いに下流８５メートルの点に設置した標識 

基点Ｄ 〃  名田島新開作百間橋左岸南角 

基点Ｅ Ｃから２７０度の線と山口市嘉川干見折川右岸との交点に設置した標識 

基点Ｆ 山口市名田島開作旧堤防東角に設置した標識 

基点Ｇ 〃  秋穂二島上田開作旧堤防基部に設置した標識 

 

【別記５０】 

次のイ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、イの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域（次のトを中心

とした半径８０メートルの円周によって囲まれた区域を除く。） 

点の位置 

基点Ａ 宇部市西沖干拓護岸東端から護岸沿いに西へ１，０８０メートルの点に設置した標柱 

基点Ｂ 〃  大字沖宇部芝中沖埋立地－１０．０メートル岸壁西端から西へ１２０メートル

の点に設置した標識 

基点Ｃ 福岡県と大分県との境界（山国川河口中央点） 

基点Ｄ 山口市深溝藤尾鼻東端 

基点Ｅ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｆ 防府市野島定兼鼻南端 

基点Ｇ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｈ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｉ 宇部市亀浦４丁目に設置した標柱 

点イ Ａから１８０度４，４００メートルの点 

点ロ ＢとＣとを結んだ線の中央点 

点ハ ＤとＥとを結んだ線の中央点から１８３度の線とロとＦとを結んだ線との交点 

点ニ ＤとＥとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＧとＨとを結んだ線との交点 

点ホ Ｉから１８０度６，０００メートルの点 

点ヘ ＢとＣとを結んだ線上Ｂから６，５００メートルの点 

点ト 北緯３３度４９分４５秒東経１３１度１３分（日本測地系による位置）の点（北緯３３

度４９分５６．７９８秒東経１３１度１２分５１．３５３秒（世界測地系による位置）の



点） 

〈備考〉 共第５９号の区域 

 

【別記５１】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、Ｋの各点を順次結んだ線、ＬとＭとを結んだ線及びＮとＯ

とを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域（次のト、チ、リ、ヌ、ル、ヲ、ワ、

カ、ヨ、タ、レ、ソ、ツ、ネ、ナ、ラ、ム、ウ、Ｄの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線

とによって囲まれた区域を除く。） 

点の位置 

基点Ａ 宇部市西沖干拓護岸東端から護岸沿いに西へ１，０８０メートルの点に設置した標柱 

基点Ｂ 〃  大字沖宇部芝中沖埋立地－１０．０メートル岸壁西端から西へ１２０メートル

の点に設置した標識 

基点Ｃ 福岡県と大分県との境界（山国川河口中央点） 

基点Ｄ 宇部市亀浦４丁目に設置した標柱 

基点Ｅ 山口市深溝藤尾鼻東端 

基点Ｆ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｇ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｈ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｉ 宇部市大字東岐波月崎南端 

基点Ｊ 山口市竹島南西端 

基点Ｋ 宇部市と山口市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｌ 〃  厚東川宇部線鉄橋右岸南角 

基点Ｍ 〃  厚東川宇部線鉄橋左岸南角 

基点Ｎ 〃  真締川宇部線鉄橋右岸南角 

基点Ｏ 〃  真締川宇部線鉄橋左岸南角 

基点Ｐ 〃  大字沖宇部東見初埋立地護岸南東端 

基点Ｑ 〃  宇部岬漁港旧防波堤灯台跡に設置した標識 

点イ Ａから１８０度４，４００メートルの点 

点ロ ＢとＣとを結んだ線上Ｂから６，５００メートルの点 

点ハ Ｄから１８０度６，０００メートルの点 

点ニ ＥとＦとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＧとＨとを結んだ線との交点 

点ホ ＥとＦとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＩとＪとを結んだ線との交点 

点ヘ ＩとＪとを結んだ線上Ｉから１，３００メートルの点 

点ト Ｐから１１１度３８８メートルの点 

点チ Ｐから１１０度４７０メートルの点 

点リ Ｐから１２３度３０分４８５メートルの点 

点ヌ Ｐから１９７度５９０メートルの点 

点ル Ｐから１９４度２０分６２０メートルの点 

点ヲ Ｐから１２９度４０分５０５メートルの点 



点ワ Ｐから１３６度３０分５３５メートルの点 

点カ Ｑから１２５度５２５メートルの点 

点ヨ Ｑから１２０度２０分５３５メートルの点 

点タ Ｑから１１５度３０分６３０メートルの点 

点レ Ｑから９３度４５分８１５メートルの点 

点ソ Ｑから８６度１，０６５メートルの点 

点ツ Ｑから８８度１，０３５メートルの点 

点ネ Ｑから９０度１５分１，０９０メートルの点 

点ナ Ｑから８２度３０分１，２３５メートルの点 

点ラ Ｄから１２６度３０分４７５メートルの点 

点ム Ｄから１１８度２０分３５０メートルの点 

点ウ Ｄから１３５度４０分１４０メートルの点 

〈備考〉 共第５８号の区域 

  

【別記５２】 

次のイ、ロ、ハ、ニ、イの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 山陽小野田市大字小野田本山岬南端に設置した標識 

基点Ｂ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

基点Ｃ 宇部市大字沖宇部芝中沖埋立地－１０．０メートル岸壁西端から西へ１２０メートル

の点に設置した標識 

基点Ｄ 福岡県と大分県との境界（山国川河口中央点） 

基点Ｅ 宇部市西沖干拓護岸東端から護岸沿いに西へ１，０８０メートルの点に設置した標柱 

点イ ＡとＢとを結んだ線上Ａから５，０００メートルの点 

点ロ ＡとＢとを結んだ線の中央点 

点ハ ＣとＤとを結んだ線の中央点 

点ニ Ｅから１８０度４，４００メートルの点 

〈備考〉 共第５７号の区域 

 

【別記５３】 

次のＡ、イ、ロ、Ｃの各点を順次結んだ線及びＤ、ハ、Ｅの各点を順次結んだ線と最大高潮時

海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 山陽小野田市大字小野田本山岬南端に設置した標識 

基点Ｂ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

基点Ｃ 宇部市西沖干拓護岸東端から護岸沿いに西へ１，０８０メートルの点に設置した標柱 

基点Ｄ 山陽小野田市大字小野田本山岬本山観音前に設置した標柱 

基点Ｅ 〃       西沖干拓護岸西端屈曲部から東へ１２１メートルの点に設置した

標識 



点イ ＡとＢとを結んだ線上Ａから５，０００メートルの点 

点ロ Ｃから１８０度４，４００メートルの点 

点ハ Ｄから９４度４５５メートルの点 

〈備考〉 共第５６号の区域 

 

【別記５４】 

次のイ、ロ、ハ、イの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 山陽小野田市大字小野田本山岬南端に設置した標識 

基点Ｂ 北九州市門司区網の鼻東端 

基点Ｃ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

点イ ＡとＢとを結んだ線の中央点 

点ロ ＡとＣとを結んだ線の中央点 

点ハ ＡとＣとを結んだ線上Ａから５，０００メートルの点 

〈備考〉 共第５５号の区域 

 

【別記５５】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、Ｇの各点を順次結んだ線、ＪとＫとを結んだ線、ＬとＭと

を結んだ線及びＮとＯとを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域（次のト、チ、

リ、ヌ、ル、ヲ、ワ、カ、ヨ、タ、レ、ソ、トの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域を

除く。） 

点の位置 

基点Ａ 下関市壇之浦町火の山下潮流信号所信号機基部 

基点Ｂ 北九州市門司区門司埼灯台基部 

基点Ｃ 下関市長府宮崎町串崎東端に設置した標識 

基点Ｄ 〃  満珠島灯台基部 

基点Ｅ 北九州市門司区部埼灯台基部 

基点Ｆ 山陽小野田市大字郡旧宮崎鼻に設置した標柱 

基点Ｇ 〃       大字小野田本山岬南端に設置した標識 

基点Ｈ 北九州市門司区網の鼻東端 

基点Ｉ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

基点Ｊ 下関市小月京泊豊厚橋右岸北角 

基点Ｋ 〃  王喜本町４丁目豊厚橋左岸北角 

基点Ｌ 山陽小野田市大字郡厚狭川橋右岸南角 

基点Ｍ 〃     大字西高泊厚狭川橋左岸南角 

基点Ｎ 〃     大字小野田小野田橋右岸南角 

基点Ｏ 〃     〃    小野田橋左岸南角 

基点Ｐ 下関市長府港町三号埋立地護岸東端 

基点Ｑ 〃  〃   中国電力株式会社下関火力発電所護岸東端 



点イ ＡとＢとを結んだ線上最大高潮時における海面の中央点 

点ロ Ｃから１７３度１，５３０メートルの点 

点ハ ＤとＥとを結んだ線の中央点 

点ニ ＥとＦとを結んだ線の中央点 

点ホ ＧとＨとを結んだ線の中央点 

点ヘ ＧとＩとを結んだ線上Ｇから５，０００メートルの点 

点ト Ｐから１２５度２，０３０メートルの点 

点チ Ｐから１２５度２，１００メートルの点 

点リ Ｑから１１１度５０分１，３００メートルの点 

点ヌ Ｑから１１３度４０分１，３００メートルの点 

点ル Ｑから１１５度１，２９５メートルの点 

点ヲ Ｑから１１５度３５分１，２８０メートルの点 

点ワ Ｑから１２０度１０分１，３１５メートルの点 

点カ Ｑから１２０度４０分１，２９０メートルの点 

点ヨ Ｑから１１９度３０分１，２９０メートルの点 

点タ Ｑから１１５度３５分１，２６０メートルの点 

点レ Ｑから１１４度１５分１，２３０メートルの点 

点ソ Ｑから１１２度４５分１，２２５メートルの点 

〈備考〉 共第５４号の区域 

  

【別記５６】 

次のイ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、ト、チ、リ、ヌ、ル、ヲ、ワ、カ、ヨ、タ、レ、ソ、ツ、ネ、

イの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域（次のナ、ラ、ム、ウ、ナの各点を順次結んだ

線によって囲まれた区域を除く。） 

点の位置 

基点Ａ 下関市長府宮崎町串崎東端に設置した標識 

基点Ｂ 〃  満珠島灯台基部 

基点Ｃ 北九州市門司区部埼灯台基部 

基点Ｄ 山陽小野田市大字郡旧宮崎鼻に設置した標柱 

基点Ｅ 〃     大字小野田本山岬南端に設置した標識 

基点Ｆ 北九州市門司区網の鼻東端 

基点Ｇ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

基点Ｈ 山陽小野田市大字小野田竜王山頂上 

基点Ｉ 北九州市門司区鵜ノ瀬鼻南端 

基点Ｊ 下関市大字形山青山頂上 

基点Ｋ 山陽小野田市大字小野田有帆川河口左岸西角から護岸沿いに南東へ４００メートル

の点に設置した標識 

基点Ｌ 北九州市門司区戸ノ上山頂上 

基点Ｍ 〃   〃  津村島北端 



基点Ｎ 山陽小野田市大字津布田字一の桂ケ迫６０１番地に設置した標柱（海保１１号） 

基点Ｏ 〃     大字埴生埴生干拓護岸南東端 

基点Ｐ 下関市工領開作王喜漁港護岸南東端に設置した標識 

基点Ｑ 〃  松屋本町３丁目海上自衛隊小月航空基地護岸南西端に設置した標識 

基点Ｒ 〃  亀浜町と同市ゆめタウンとの護岸上の境界に設置した標識 

基点Ｓ 〃  長府港町三号埋立地護岸東端 

基点Ｔ 〃  〃   中国電力株式会社下関火力発電所護岸東端 

基点Ｕ 〃  満珠島北端 

基点Ｖ 〃  長府扇町四号埋立地護岸東端 

基点Ｗ 〃  長府港町中国電力株式会社下関火力発電所護岸南端 

点イ Ａから１７３度１，５３０メートルの点 

点ロ ＢとＣとを結んだ線の中央点 

点ハ ＣとＤとを結んだ線の中央点 

点ニ ＥとＦとを結んだ線の中央点 

点ホ ＥとＧとを結んだ線上Ｅから５，０００メートルの点 

点ヘ ＥとＧとを結んだ線上Ｅから２，０００メートルの点 

点ト ＨとＩとを結んだ線とＥとＪとを結んだ線との交点 

点チ ＫとＬとを結んだ線上Ｋから２，０００メートルの点 

点リ ＤとＭとを結んだ線上Ｄから２，０００メートルの点 

点ヌ ＮとＣとを結んだ線上Ｎから２，０００メートルの点 

点ル ＯとＣとを結んだ線上Ｏから２，０００メートルの点 

点ヲ Ｐから１７８度２，０００メートルの点 

点ワ Ｑから１８２度２，２５０メートルの点 

点カ Ｒから１３７度３０分２，０００メートルの点 

点ヨ Ｓから１２５度２，１００メートルの点 

点タ Ｔから１１１度５０分１，３００メートルの点 

点レ Ｔから１１３度４０分１，３００メートルの点 

点ソ Ｔから１１５度１，２９５メートルの点 

点ツ Ｔから１１５度３５分１，２８０メートルの点 

点ネ Ｔから１２０度１０分１，３１５メートルの点 

点ナ ＢとＣとを結んだ線上Ｂから２００メートルの点 

点ラ Ｕから９７度５００メートルの点 

点ム ＵとＶとを結んだ線上Ｕから１００メートルの点 

点ウ ＢとＷとを結んだ線上Ｂから４００メートルの点 

〈備考〉 共第５３号の区域 

  

【別記５７】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ｅの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 



基点Ａ 山陽小野田市大字小野田有帆川河口左岸西角から護岸沿いに南東へ４００メートル

の点に設置した標識 

基点Ｂ 北九州市門司区戸ノ上山頂上 

基点Ｃ 山陽小野田市大字小野田竜王山頂上 

基点Ｄ 北九州市門司区鵜ノ瀬鼻南端 

基点Ｅ 山陽小野田市大字小野田本山岬南端に設置した標識 

基点Ｆ 下関市大字形山青山頂上 

基点Ｇ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

点イ ＡとＢとを結んだ線上Ａから２，０００メートルの点 

点ロ ＣとＤとを結んだ線とＥとＦとを結んだ線との交点 

点ハ ＥとＧとを結んだ線上Ｅから２，０００メートルの点 

〈備考〉 共第５２号の区域 

 

【別記５８】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、ホ、Ｆの各点を順次結んだ線及びＧとＨとを結んだ線と最大高潮時

海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 下関市亀浜町と同市ゆめタウンとの護岸上の境界に設置した標識 

基点Ｂ 〃  松屋本町３丁目海上自衛隊小月航空基地護岸南西端に設置した標識 

基点Ｃ 〃  工領開作王喜漁港護岸南東端に設置した標識 

基点Ｄ 山陽小野田市大字埴生埴生干拓護岸南東端 

基点Ｅ 北九州市門司区部埼灯台基部 

基点Ｆ 山陽小野田市大字津布田字一の桂ケ迫６０１番地に設置した標柱（海保１１号） 

基点Ｇ 下関市小月京泊豊厚橋右岸北角 

基点Ｈ 〃  王喜本町４丁目豊厚橋左岸北角 

点イ Ａから１３７度３０分２，０００メートルの点 

点ロ Ｂから１８２度２，２５０メートルの点 

点ハ Ｃから１７８度２，０００メートルの点 

点ニ ＤとＥとを結んだ線上Ｄから２，０００メートルの点 

点ホ ＥとＦとを結んだ線上Ｆから２，０００メートルの点 

〈備考〉 共第４９号の区域 

 

【別記５９】 

次のア、イ、ウ、エ、オ、アを順次結んだ線によって囲まれた区域 

基点Ａ 防府市向島翁崎と防府市牟礼大字江泊旧三田尻灯台基部とを結んだ線の中央点 

点ア Ａと防府市野島西端とを結んだ線と同市向島赤崎と同市大字富海八崎岬とを結んだ線

（以下「Ａ線」という。）との交点 

 イ 防府市大字富海長州岩と同市大字牟礼江泊山山頂を結んだ線とＡ線との交点 

 ウ 防府市大字富海長州岩 



 エ ウの点と防府市野島西端とを結んだ線と周南市大津島丸山鼻北端と防府市向島赤崎と

を結んだ線（以下「Ｂ線」という。）との交点 

 オ アの点と防府市野島西端とを結んだ線とＢ線との交点 

 

【別記６０】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、Ｊを順次結んだ線、ＫとＬとを結んだ線及びＹとＺとを結んだ線と

最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

基点Ａ 防府市と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｂ 防府市野島天石鼻西端 

基点Ｃ 周南市馬島金ケ崎南端 

基点Ｄ 防府市向島タズノ鼻南端 

基点Ｅ 防府市沖島洲埼東端 

基点Ｆ 周南市大字粭島岩島南端 

基点Ｇ 大分県東国東郡姫島村姫島東端 

基点Ｈ 防府市野島翁多鼻南端 

基点Ｉ 光市牛島黒岳南端 

基点Ｊ 光市大字浅江字懸山周南流域下水道浄化センター埋立地南西端から護岸沿いに東へ

８９．５メートルの点に設置した標柱 

基点Ｋ 下松市大字末武中荒神大橋右岸南角 

基点Ｌ 下松市大字末武中荒神大橋左岸南角 

基点Ｙ 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋南岸 

基点Ｚ 周南市大字櫛ヶ浜南堀川橋北岸 

点イ ＡとＢとを結んだ線とＣとＤとを結んだ線との交点 

点ロ ＣとＧとを結んだ線とＥとＦとを結んだ線との交点 

点ハ ＣとＧとを結んだ線とＨとＩとを結んだ線との交点 

点ニ ＨとＩとを結んだ線とＪから１９９度の線との交点 

 

【別記６１】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、Ｆの各点を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 防府市大字西浦地蔵鼻南端に設置した標柱 

基点Ｂ 〃  佐波島頂上 

基点Ｃ 〃  向島牛ケ頸南端 

基点Ｄ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｅ 防府市向島タズノ鼻南端 

基点Ｆ 〃  と周南市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｇ 〃  野島天石鼻西端 

基点Ｈ 周南市大津島丸山鼻北端 

点イ ＡとＢとを結んだ線とＣとＤとを結んだ線との交点 



点ロ Ｅから１８０度１，０００メートルの点 

点ハ ＦとＧとを結んだ線とＥとＨとを結んだ線との交点 

 

【別記６２】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、Ｋの各点を順次結んだ線、ＬとＭとを結んだ線及びＮとＯ

とを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

基点Ａ 宇部市西沖干拓護岸東端から護岸沿いに西へ１，０８０メートルの点に設置した標柱 

基点Ｂ 〃  大字沖宇部芝中沖埋立地－１０．０メートル岸壁西端から西へ１２０メートル 

の点に設置した標識 

基点Ｃ 福岡県と大分県との境界（山国川河口中央点） 

基点Ｄ 宇部市亀浦４丁目に設置した標柱 

基点Ｅ 山口市深溝藤尾鼻東端 

基点Ｆ 〃  秋穂二島幸崎西端 

基点Ｇ 宇部市八王子町宇部岬漁港八号護岸南東端 

基点Ｈ 防府市向島牛ケ頸南端 

基点Ｉ 宇部市大字東岐波月崎南端 

基点Ｊ 山口市竹島南西端 

基点Ｋ 宇部市と山口市との最大高潮時海岸線における境界点 

基点Ｌ 〃  厚東川宇部線鉄橋右岸南角 

基点Ｍ 〃  厚東川宇部線鉄橋左岸南角 

基点Ｎ 〃  真締川宇部線鉄橋右岸南角 

基点Ｏ 〃  真締川宇部線鉄橋左岸南角 

点イ Ａから１８０度４，４００メートルの点 

点ロ ＢとＣとを結んだ線上Ｂから６，５００メートルの点 

点ハ Ｄから１８０度６，０００メートルの点 

点ニ ＥとＦとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＧとＨとを結んだ線との交点 

点ホ ＥとＦとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＩとＪとを結んだ線との交点 

点ヘ ＩとＪとを結んだ線上Ｉから１，３００メートルの点 

 

【別記６３】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、ホ、Ｊの各点を順次結んだ線、ＫとＬとを結んだ線及びＭとＮとを

結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

Ａ 山陽小野田市大字小野田本山岬南端に設置した標識 

Ｂ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

Ｃ 宇部市大字沖宇部芝中沖埋立地－１０．０メートル岸壁西端から西へ１２０メートルの点

に設置した標識 

Ｄ 福岡県と大分県との境界（山国川河口中央点） 

Ｅ 山口市深溝藤尾鼻東端 



Ｆ  〃 秋穂二島幸崎西端 

Ｇ 防府市野島定兼鼻南端 

Ｈ 宇部市大字東岐波月崎南端 

Ｉ 山口市竹島南西端 

Ｊ 宇部市と山口市との最大高潮時海岸線における境界点 

Ｋ 宇部市厚東川宇部線鉄橋右岸南角 

Ｌ  〃  厚東川宇部線鉄橋左岸南角 

Ｍ  〃  真締川宇部線鉄橋右岸南角 

Ｎ  〃  真締川宇部線鉄橋左岸南角 

イ ＡとＢとを結んだ線の中央点 

ロ ＣとＤとを結んだ線の中央点 

ハ ＥとＦとを結んだ線の中央点から１８３度の線とロとＧとを結んだ線との交点 

ニ ＥとＦとを結んだ線の中央点から１８３度の線とＨとＩとを結んだ線との交点 

ホ ＨとＩとを結んだ線上Ｈから１，３００メートルの点 

 

【別記６４】 

次のイ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、ト、チ、リ、ヌ、ル、ヲ、ワ、カ、ヨ、タ、レ、ソ、ツ、ネ、

イの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域（次のナ、ラ、ム、ウ、ナの各点を順次結んだ

線によって囲まれた区域を除く。） 

点の位置 

基点Ａ 下関市長府宮崎町串崎東端に設置した標識 

基点Ｂ 〃  満珠島灯台基部 

基点Ｃ 北九州市門司区部埼灯台基部 

基点Ｄ 山陽小野田市大字郡旧宮崎鼻に設置した標柱 

基点Ｅ 〃     大字小野田本山岬南端に設置した標識 

基点Ｆ 北九州市門司区網の鼻東端 

基点Ｇ 福岡県行橋市蓑島山頂上 

基点Ｈ 山陽小野田市大字小野田竜王山頂上 

基点Ｉ 北九州市門司区鵜ノ瀬鼻南端 

基点Ｊ 下関市大字形山青山頂上 

基点Ｋ 山陽小野田市大字小野田有帆川河口左岸西角から護岸沿いに南東へ４００メートル

の点に設置した標識 

基点Ｌ 北九州市門司区戸ノ上山頂上 

基点Ｍ 〃   〃  津村島北端 

基点Ｎ 山陽小野田市大字津布田字一の桂ケ迫６０１番地に設置した標柱（海保１１号） 

基点Ｏ 〃     大字埴生埴生干拓護岸南東端 

基点Ｐ 下関市工領開作王喜漁港護岸南東端に設置した標識 

基点Ｑ 〃  松屋本町３丁目海上自衛隊小月航空基地護岸南西端に設置した標識 

基点Ｒ 〃  亀浜町と同市ゆめタウンとの護岸上の境界に設置した標識 



基点Ｓ 〃  長府港町三号埋立地護岸東端 

基点Ｔ 〃  〃   中国電力株式会社下関火力発電所護岸東端 

基点Ｕ 〃  満珠島北端 

基点Ｖ 〃  長府扇町四号埋立地護岸東端 

基点Ｗ 〃  長府港町中国電力株式会社下関火力発電所護岸南端 

点イ Ａから１７３度１，５３０メートルの点 

点ロ ＢとＣとを結んだ線の中央点 

点ハ ＣとＤとを結んだ線の中央点 

点ニ ＥとＦとを結んだ線の中央点 

点ホ ＥとＧとを結んだ線上Ｅから５，０００メートルの点 

点ヘ ＥとＧとを結んだ線上Ｅから２，０００メートルの点 

点ト ＨとＩとを結んだ線とＥとＪとを結んだ線との交点 

点チ ＫとＬとを結んだ線上Ｋから２，０００メートルの点 

点リ ＤとＭとを結んだ線上Ｄから２，０００メートルの点 

点ヌ ＮとＣとを結んだ線上Ｎから２，０００メートルの点 

点ル ＯとＣとを結んだ線上Ｏから２，０００メートルの点 

点ヲ Ｐから１７８度２，０００メートルの点 

点ワ Ｑから１８２度２，２５０メートルの点 

点カ Ｒから１３７度３０分２，０００メートルの点 

点ヨ Ｓから１２５度２，０３０メートルの点 

点タ Ｔから１１２度４５分１，２２５メートルの点 

点レ Ｔから１１４度１５分１，２３０メートルの点 

点ソ Ｔから１１５度３５分１，２６０メートルの点 

点ツ Ｔから１１９度３０分１，２９０メートルの点 

点ネ Ｔから１２０度４０分１，２９０メートルの点 

点ナ ＢとＣとを結んだ線上Ｂから２００メートルの点 

点ラ Ｕから９７度５００メートルの点 

点ム ＵとＶとを結んだ線上Ｕから１００メートルの点 

点ウ ＢとＷとを結んだ線上Ｂから４００メートルの点 

 

【別記６５】 

山陽小野田市厚狭川工業用水潮止堰下流端から同市下迫橋上流端までの厚狭川 

 

 

※方位については、特に定めのない場合は真方位とする。 

※共同漁業権番号については、令和６年１月１日付けで免許された免許番号による。 

 


